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らなかった長半減期接種(例えば、ヨウ素-129 [1 2 9 I] ，テクネチウムー99[99TcJ 























る1291の農作物への移行に関してまとめたものである o 本研究の中で、 I2 9 1を対象
とする目的は、次のような理由からである o












⑤ これまで 13 1 に関しては、大気→農作物への移行についてある程度、データ
の蓄積がある o しかし、 13I [ と1ZS [とでは、被曝線量評価上、対象となる移行
経路や農作物が異なる。したがって、同じ放射性ヨウ素であっても、 1291の被
曝線量評価上のパラメータは、後述するように、 13 I 1と同じ値が使えるパラメ
??
ータとf吏えないパラメータとカtあること
本研究の中では、 I29 1ではなく I3 I [や I2;' [をトレーサとして用いている o それは、
1 Z 9 1が放出する放射線のエネルギ- [s-線.x線および Y線 (39.6keV) 1は低
く、劃定が困難である上、物理的半減期が長く放射性廃棄物の処理が困難であるた






本研究では、はじめに第2章 l節において、アオールアウト核種の 137CS と刊Sr、
さらに、 I3 I 1の農作物への移行に関する従来の研究をまとめた。第2節では、 1291
の被曝綿量評価上、重要と考えられるパラメータについて検討した。被曝線量評価
モデルの中で、農作物への移行に関するパラメータについて 129[と I3 1 との比較を



































首宰 2 主主. 在主卦そ OJ吾汗ヲEと R司是重点主主
2. 1. 放射性接種の農作物への移行に関する従来の研究




















よる農作物への移行、さらに、 13 1 の直接経路などの従来の研究について述べる。






( 1 )乾性沈着 [ガス状、粒子状]
(2)湿性沈着 [雨、霧など]
葉寸












では異なる o 平常時の場合、放出量が多いという点からはクリプトン-85[85KrJ 











ない傾向を示す o 図 2.2と図 2.3に札幌、秩回、仙台、東京、大阪、福岡の6地
点における90Srの年間降下量と積算降下量の経年推移6)を示す。 1980年末までの積
算降下量は、秩田が最高で、約 5.6GBqCl50mCi)・km-2、大阪が最低で約2.1GBq
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図 2.5
度は減少していく傾向にある o 図2.5 は、日本各地における地表O~5cm層中の 90Sr










アオールアウト中で、日Srと131CS の他に重要な核種の lつにPUがある o 日本の
主要河川水中のPU溝度 13) を表2.1に示す。 8河川の平均PU糧度は 3. 9 x10 -2 mBq • 
Q-Iで、このうち約1/3に当る1.4x lO-z mBq' Q-Iは懸濁状態で存在していた。
原子力施設由来の人工放射性接種については、我が固においても検出された例が
いくつか報告されている。渡部ら 10は、福井県において、降下塵、松葉などの環
境試料中の放射能調査を実施し、施設近傍で60Co、 54Mnを検出している o 昭和52年
度の施設近傍(約lkm)における 60Coおよび54Ynの年間降下量は、それぞれ卜6Bq. 
m-Zおよび2.5Bq'm-2である o 松葉中の糧度の最高は、 60Coについて 2.7Bq . kg-I 
(dry)、5'Mnでは 2.8Bq・ kg-1(dry)であった。加藤ら 15) は、原子炉冷却水の漏水
事故により、環境中に流出した 60Coを利用して、砂質土壌中における移動特性を研
















"Sr pCi/core (8.6回世 x50and ) 






230，2'0 P u 




信糧川 8.5士0.7 14.1:i:1.1 
木曾川 18.9土1.9 1O.7:i0.7 
利桂川 153.9土7.4 7.8:i0.7 
淀 1 2.6土0.4 4.8:i0.4 
旭 1 9.6:t0.7 8.5土0.7
吉野川 18.9:i 1.9 12.2士1.1
加重平均 38.5 13.7 
-11-




高〈甲状腺に蓄積されやすい JJ I 1が重要視され研究 18-21)が行われてきた。一方、





て異なるo 一般に、大気中に放出された時の刊Srや J37CS は、大部分が徴粒子状で
ある 21) と考えられており、放射性ヨウ素の場合は気体状で存在する割合が多いと
予想221 されている。以下、現在までに比較的研究報告が多いアオールアウトヨOSr














ている o また、津村ら 2.)は、 90SrとJJ7Cs の由来汚染は少量降下期には主に経根
眼収経路によるが、多量降下期には軽恨吸胆経路・if!接経路町両経路からなること
を報告している。
1 3 1 については、その物理的半棋期が比較的短いために、貯蔵・保存がきく米・
一12-
表 2.2 水稲作付期間中の 90Sr降下量と玄米中の
ヨロSr含量の相関性
地 島北 託料位 回 チ活 式 相関係位(r)
札 申里 18 z = 650 X + 6.26 0697掌牢事
松 回 16 Z 1 0 7 9 X + 9.24 0.927.副幹事
仙 ムEコ 18 Z 1 3.8 2 X + 6 4 4 0.869・キ$
東 京 16 Z 161 2 X + 3.62 0986傘事噂
大 阪 16 Z 1 80 X + 3.57 0.910本車率
描 問 18 z = 24.5 3 X + 2.0 0 0.91 B申事事
全 体 104 Z 1200 X + 665 0686.事$
註.z:玄米中の叫 Sr含量 (pCi!l<i') 









1 3 1 の大気から農作物への移行に関して、葉面への沈着率が基礎的かつ重要なパ
ラメータとなる。沈着率は、大気中の 131Iの平均濫度と沈着速度の積として与えら
れる。この沈着速度は種々の環境因子(大気中 13 1 の物理的、化学的形態、気象条
件、植物の種類〉によりおおきく変動する。これらの環境因子の中で、最も大きな












るものと考えられる〉の化学形は、 (12+1 一〉が全体のおよそ60% 、 10 3 が30~40% 、


























まであまり研究 3{J されておらず、今後の重要な研究課題である D











である o 刊 Srの玄麦への移行比は、玄米よりも高い。
温〉一方、 1J7CS の玄米への移行比は2~8x10-4程度である。
90Srと137CS 以外にも、ヨウ素38)、ウラン日}、 239PU 40)およびルビジウム-87


























間稼働させた時に生成される放射性ヨウ素の全放射能、 I3 1 1と1291の放射能および
安定ヨウ素量を示したもの，!>)である。 131Iの生成量は 2.6 x 10 I 0 GBqで放射性ヨ




高〈、相対的に半減期の長い 1J 1 1が第ーであり、その次がこの表にはあげていない
が、半減期20.9hの1J 3 1である。原子力委員会原子炉安全技術専門部会は、昭和51
年3月、 f発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目標値に対する評価指針J46) (以下、
評価指針と記す〉を定めているが、そこで取り上げられているのも 13 I 1と133(であ
るo しかし、使用済核燃料については、再処理プラントに運ばれた使用済核燃料は、
通常6ヵ月以上の冷却期間をおいた後に処理されるため、短寿命の放射性ヨウ素は
減衰してしまい、焼料体に残るのは I3 I 1と1BIに限定される。すなわち、再処理プ




枝理 半減期 脱埴形式 ß~且ネルギー 7級品ヰルギー〈放出割合)(MeV) (MeV) 
J:tI I.57XIO' yr r 0.150 0.03958(7.52%) 
8.04 d r 。ι08，0.81 0.0802(2.6%)， 0.1772(0.2%)， 0.2843(5.4%)， 0.3258 
〈平均0.19) (0.2%)， 0.3545(8.2%)，。圃5030(0.4%)， 0.637(0.8%)， 
0.723(1.6%) 
2.羽h r 1.22， 2.92 0.2628(1.3%)， 0.5057(4.7%)， 0.52Z6Cl5.6%)， 。噌日02
(13.5%)， 0.6677(98%)， 0.7727(75%)， 0.954606.7%)， 
2.凹17(1.2%)，他多数
20.3h r 1.27 0.2663(0.13%)， 0.5104(1.5%)， 0.5295(8.7%)， 0.7074 
(1.6%)， 0.85610.2%)， 0.8753(4.5%)， 1.2375(1.57%)， 
1.2989(2.18%)， {I也多数
53.2min s- 2.43 0.13548(4.35%)， 0.40臼(7.32%)，0.54ω(7.63%)， 
0.5954 (} 1.12%)， 0.621800.75%)， 0.8471(95.7%)， 
O.槌42(64.9%)，1.07288(14.91%)，他多数
6.7h r 1.0， 1.4 0.2205(1.8%)， 0.2886(3.1%)， 0.5285(11.3%)， 1.0388 
(7.7%)， 1.1316(22.1 %)， 1.2605(却.1%)，1.6785(9.9%)， 
1.7915(8.3%)，他多数
"・1 83 s r 4.3， 7.0 0.3455(2.1%)， 0.9762(3.9%)， 1.3133(73%)， 1.3213 
(27%)， 2.289702%)， 2.414(7.3%)， 2.635(7.3%)， 
2.871(4.4%)，他多数




























いては、前述の f評価指針』に詳しく述べられている。しかし、 IZ 9]についてはこ
のような指針は設定されておらず、例えば、農作物経路からの I29 I摂取量を計算す
る場合には、後述する u.s.NRC Regulatory Guide2lの計算式等を準用して評価を
行っているのが現状である。計算法には上述の方法以外にもいくつかの方法がある
が、いずれもRegulatoryGuide の式が基本になっている o 評価指針の計算式にして
もその例外ではない o Regulatory Guideでは、大気中に放出されるすべての放射
性接種を対象としており、したがって同 Guideには汎用性を考躍した計算式が与え
られている o わが国の評価指針では、 1311だけをとり上げているので、農作物への
直接沈着経路だけをとり、あとでやや詳しく触れるが、これに新たにいくつかのパ
ラメータが付加された式となっている。
2. 2. 3. 13 J 1と129]の評価対象農作物と汚染経路の違い
















2. 2. 4. 放射性ヨウ棄の被曝鞍量評価モデル
-18-
大気中にRI(lHと 14Cを除く粒子状のRIとすべての政射性ヨウ素〉が放出され
た場合、そのRIの農作物中における程度 Ci (Bq. kg-I) を算出する Regulat.ory
Guideの計算式を次に示す。
C i d i • { 
r. [1 -exp (-A e • te) ] 
Yv' A e 
B iv・[1 -exp (-A i • tb) ] 
+ --------------------・ exp(-A i • th) 
P • A i 




B iv: 移行係数 {(Bq・kg-I[wet plant])!(Bq・ kg-I[dry soi 1])} 
p 根圏域内の土壌の量 (kg[dry]-m-り
.l e: 農作物からのRIの有効除去係数 (h-J)






のRIの沈着畳 :Bq-m-2.h-つであり、大気中におけるRIの平均揖度X (Bq. mーっ
と沈着速度V& (m・h-1) の積で表わされる。また、 rは、 RIが農作物の表面に保
持される割合 (int.erceptioncoefficient，無次元〉であり、ガス状で放出される







いわゆる担圏域内の土壌の畳 (kg[dry] ・がりである。 RegulatoryGuideでは、
表面積が 1m2、深度15cmの土壌の量をとっている o tbはRlの土壌への蓄積期間 (h)
であるが、施設の諒働期間を30年と仮定して Guideではその 112に相当する期間
05年)をとっている。 Bivは移行係数 (Guideでは、 bioaccumulationfactor 
と称しているが、本論文では、第3章で述べるように TF: Transfer Factorと呼ぶ
ことにする。〉である。 RegulatoryGuideでは、 Bivの値として、ヨウ素の場合す
べての農作物について0.02という値を用いている。これについては、後で詳しく検
討する。 2.2.3.で述べたように、 13I 1の場合は物理的半成期が短いので、第 l項か
らの寄与だけを考慮し第2項は省略できるo また保存がきくような農作物は、保存
期間中の醗賓が期待できるので、収種後短期間のうちに消費される葉菓が主な評価








C i d i • ・[1 -exP (-A w • te) ] +一一一・ tb} 









( 1 ) 沈着速度
沈着速度VI は様々な環境要因によって変動するが、その中でも大気中における
-20-




ら以外の農作物についてはデータは、ほとんどない。この 12 9 Iの沈着速度に関して
は、 1J I Iと同じ値が利用できる。したがって、葉菓類や牧草については、データは








Awは、生物学的およびweatheringによる除去係数である。 J3 1 の場合は物理的
壊変定数 Aiがきいて、 Awが多少不正確であってもあまり影響はないが、 12君!の
場合は前述したように Ae '-:AW となるため、これが直接きいてくることになる。



















































2. 2. 6. おわりに
放射性ヨウ素に関する研究は古くから行われてきたが、研究の対象となってきた
のは主に 13 1 ]である o 1 2 9]については、最近になって注目されるようになった核種
であり、被曝線量評価モデルも十分確立していないのが現状である o 本節では、農
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3. 2. 2. 移行係数モデルについて
( 1 ) 移行係数モデル
このモデルは次式で示されるように、海水中のRIの海産物への移行と同じ概念か
ら導かれたものである。
C ve = TF • C so i 1 (3-1) 
ここで、 Cve:農作物(可食部〉単位重量当りのRI量(Bq'g-l [wet]) 








(a) Transfer Factor 
(b) Concentration Factor 
(c) Concentration Coefficient 
(d) Concentration Ratio 
(a)は、主として、ヨーロッパで用いられており、 (b)以下は米国の研究者が用い
























Bq. g-1 [dry weight crop] 





































































表 3.2は、日本の評価モデルの基礎となっている US-NRCの RegulatoryGuide 





表 3.3は、 IAEAの Safetyseries No.57に示されている移行係数 17)である。
可食部ごとに lつの値が決められている点は、前述の RegulatoryGuideと同様で
あるが、すべての農作物をひとまとめにしているのではなく、牧草(forageplants) 
と食用作物 (f∞dcrops) の 2 つに分け、それぞれについて、移行係数 (B~l およ







表 3.1 移行係数その 1(Menze 1) 
移行係数*
10-10∞ 1-100 0.1-10 0.01-1 <0.01 
K Mg Ba Cs sc 
Rb Ca Ra Be Y 
N 5r 5i Fe Zr 
P B F Ru Ta 
s 5e w 
CI Te Co Ce 
Br Mn Ni Pm 
Na Zn Cu Pb 




衰 3.2 移行係数その2(US-NRC Regulatory Guide) 
元紫移行係数*元繋移行係教事元素穆行係数・
H 4.8 Rb 1.3x 10-1 Te 1.3 
C 5.5 Sr 1. 7X 10-2 1 2. Ox 10-2 
Na 5. 2X 10-2 Y 2. 6X 10-3 Cs 1.0XlO-2 
P 1.1 Zr 1. 7X 10-‘Ba 5.0x 10-3 
Cr 2.5X 10-4 Nb 9.4xlO-S La 2.5X 10-3 
Mn 2.9x 10司 2Mo 1. 2x 10-1 Ce 2.5 X 10-3 
Fe 6.6X 10-' Tc 2.5X 10-1 Pr 2. 5x 10-3 
Co 9. 4x 10-3 Ru 5.0XI0-2 Nd 2. 4x 10-3 
Nj 1.9x 10-2 Ag 1.5X 10‘lW 1. 8x 10-2 
Cu 1.2XIO・1Zn 4. Ox 10-1 Np 2.5X 10-3 
噂農作物(可食部}中のRI温度(Bq/g'wet)
土壊中 RI 漫度 (Bq/g~dry)
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表 3.3-1 移行係数その3-1 (IAEA Safety Series No.57) 
元素 移行係散 (B.I).I 元素 移行係数削・l元~ Z事行係数 (B.，)・ 
Na 2X 10-1 Tc 2x 101 Pb 9 X 10-2 
P 3Xl()D Ru 9x 10-2 Bi 5xlO・1
s 2x 100 Ag lX 100 PO 4 X1O-3 
Cr 3x 10・3 Sb 4 X 10-2 Ra 2xIO・1
Mn 3x 10-1 Te 2x 100 Ac 4x1O・3
Fe 3X 10-3 9x 10・i Th 1 X 10-3 
Co 4X 10・1 Cs lX 10-1 Pa 1 X 10-1 
Ni 4 X 10-2 Ba 2X 10-1 U 1 X 10-2 
Zn 5x 10・1 La 4x 10-2 Np lxlO・a
Sr 2xl伊 Ce 4xlO・2 PU lx 10-3 
Y lx 10・2 Pm 4x 10-2 Am 4xlO・2
Zr 2xlO・2 Sm 4x 10-2 Cm 4x 10-3 
Nb 4 X 10-1 Eu 4 X 10-2 
. 牧草中の RI温度恒(B石U/Etdd百ry了) 
土製中 RI漫度
表 3.3-2 移行係数その3-2 (IAEA Safety Series No.57) 
元来 移行係数刷・| 元紫 移行係敵同事| 元素 穆行係政【B刊戸
Na 5xlO・ Tc 5Xl伊 Pb lXlO-2 
P lxl伊 R 8x 10-3 Bi lxl0→ 
s 6XIO・1 Ag 2XlO-l PO 2xlQ-t 
Cr 8XlO-‘ Sb lXlO・2 Ra 4x 10-1 
Mn 5xlO・1 Te 6X1O-1 Ac lxlO-3 
Fe 7xlO-1 2XIO・z Th 5xlO-1 
Co 3xlO・E Cs 3x 10-1 Pa 4x 10-1 
Ni 2xIO・2 Ba 5xIO・s U 2xlO-S 
Zn 4XIO・t La 2xlO・2 Np 4XIO-t 
Sr 3XI0・t ce 2XlO-J PU 5X10→ 
Y 2xlO・3 Pm 2XlO-J Am lXlO-1 
Zr 5xIO寸 Sm 2XlO-1 Cm DClO-' 







































C ve = (TF)' • C' so i 1 (3-5) 
ここで、 (TF)' : (可給態)移行係数
C' soiい土壌単位重量当りの可給態RI量(Bq. g-1 [dry]) 
(3-5)式中のC'soi 1、すなわち土壌中の可給態RI量は、抽出液により抽出して
求めるのであるが、抽出肢の種類や抽出条件等がまだ十分確立されていないのが現








C ve/ S ve= C ' 50i 1/ S ' soi 1 (3-6) 
Sve:農作物(可食部〉単位重量当りの安定同位元素量 (mg• g-l [wet]) 
S' soil:土壌単位重量当りの可給態安定同位元素量 (mg• g-1 [dry]) 
この手法を用いれば、可給態抽出法を明確にするだけでなく、農作物へのRI移行
量を(TF)'を用いずに求めることができる。
C ve = S ve. (C' 50 i 1/ S ' soi 1) (3-7) 










作物の種類やRIの種類により異なる 30】と考えられる o したがって、現実にこのモ
デルを適用するには、まだ検討すべき要素が多い。特に、 RIの土壌への添加後の存








































































































3. 3. 2. 移行係数の変動幅およびその変動要因
表3.4は、これまでに報告されている移行係数の変動幅について、それぞれの核














11 Na 5. 2X 10悶 2 B. 2x 10吋-2.6XI0・2
24 Cr 2.5 X 10叶 5.4xlQ・3-2. 2XIO-2 
お Mn 2.9xlO栴 2 6. 9X 10-3ω3.4 x 100 
26 F喧 6.6XlO吋 2.4 x 10-. -6. 8 x 1O-~ 
2:l Co 9.4 X 10-3 2. 2X 10-3 -2. 0 X 10-1 
2B Ni L9XlO附2 1.0xlO-3国1.5XIQ-I 
29 Cu 1.2X 10→ 3.0X)O・3四 8守2xIQ-1
30 Zn 4.0XI0-1 1.2xlO-3-1咽6X100 
38 Sr 1. 7 X 10-2 1. 6 X 10明 S伊1.7x 100 
40 Zr 1. 7X10“4 3. 4X 10-6 ー噌 1. B X 10-2 
44 Ru 5.0xlO輔2 4.8 X 10-! -1. 4 X 10-1 
53 2.0 X 10-2 2.0 X 10-4 -1. 2 X 10-1 
55 Cs 1.0 X 10-2 1. 5 X 10-5司 5.9X 10-2 
56 Ba 5. 0 X 10-3 4. 9 x 10回L3.1XlO-2
58 Ce 2.5X15四34. 6 X 10-6 -1. B X 10-2 



























3. 3. 3. 個々の変動要因の影響
(1) 槙種間差，特に化学形








(・1)0 ( i) (jij) (iv) 
1.0 X 10-7 1.0 x 10圃e }. Ox 10・7 1. 0 X 10-1 
虫駆量 (μgof Ifculture vessel) 
地上部 11.5 237.4 2. 1 11. 9 
恨 38.9 144.6 4.6 20.4 
全植物 43司4 382.0 6亭7 32.3 
言ウ繁漫度(partsfmillionin d.m.) 
地上部 3圃74 90.5 O.ω 2.82 
担 41. 7 224.3 5.93 21.8 




























2ト J J i可
23d 35d 40d 23d 35d 40d 
Plant ag・(daysaft町 se・dlng) Plant 8ga (daya alt町 saadln由]
国 3.2 ヨウ棄のコマツナへの移行に及ぼす
化学形および生育段階の影響(水耕実験〉




(a) 土性 (soiI LexLure) 
表3.6は、これまでに報告された種々の農作物への移行係数について、 coarse、
mediumおよび fineの3種類の土性別にまとめ、士性の違いによる移行係数の違い
を、 SrおよびCsについてみたもの t5 )である o Srでは 4桁、 Csで‘は 3桁程度の差が
ある。また、 Csで盲は、土性による差はそれほど認められないが、 Srでは土壌粒子が
粗くなるに従い、移行係数が大きくなる傾向がある。表3.6には、広く利用されて















IUR (International Union of Radioecologists )のワーキング・グループ 19】
は、多くのレポートから、実験条件等が明記されていて、相互に比較できるものだ
けをピックアップした。 A.Keenら‘7)は、これを統計的に解析し、ポテトと牧草に















Coarse 0.02-L 7 9.5 X 10-LO. 031 
Mediurn L 6 X10-3-0. 43 5 x 1O-~-2. 6 x 10-3 
Fine 7.8 X 10-3-0.38 9 x 10-1-0.013 
移行係数(Blv)** 0.017 0.01 
事晶作物中の Rl温度 (8qjg.wet)
土壇中 RI揖度 (Bqjg.dry)

















































































晶 b Q 




























































木稲の部位によらず、 3元素 (NH，+、 rぉ
7Kliu 
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よび Csっとも、ほぽ直線的に吸収量が減少している o これらの固から、 90Srの場
合は、 NH
4














止の相聞が高い 52) と言われている o しかし、土壌中の元素の可給態量は、土壌pH
の変化により異なる日}。 例えば、鉄 [Fe]、マンガン [Mn]、Zn、Cuなどの金属
元素は、酸性側で可溶性となり、アルカリ側になると次第に不可給態になってゆく o



































































































を図 3.10に示す。国 3.1O~ 1 は、土性の違い、図 3.10~2 および図 3.10~3 は、
作物種の違b\ そして、図 3.10~4 は、実験規模の違いにより移行係教の変動幅が
どの程度小さくなるかを検討したものであるロ図 3.1O~ 1から、土性の違いを考躍
しなければ、移行係数は、 SrおよびCsのどちらも 3~4 桁の変動幅があるが、土性別j
に整理することによりその変動幅を1-2桁小きくすることが可能であることを示し
ている。また、圃 3.10-2および国 3.10-3から明らかなように、すべての農作物









比較したものである o フィールドにおける移行係数は、 3-4析の変動があるが、ポッ
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砂質土壌中におけるヨウ棄の挙動に関しては、いくつかの報告がある。 Hamid ~ 
Warken t in 5)はヨウ化物イオン〈以下、 Iー と記す〉の土壌への吸着に及ぼすpHおよ
び担体濃度 (Nal)等の影響を検討し、 pHが6.9以下ではほとんど土壌に吸着しない
こと、および担体護度が1O-2mol.Q-l以上では流出液中の1-濃度は流入液中の揖度
に等しいが、 10-3mol . Q-I以下では流出液中のI一揖度は減少すること等を報告して
いる。また、福井・桂山引は豊浦砂を用いてカラム実験を行い、無担体状 (Na13 I I) 
では、木と同程度の速度で砂層中を移動する成分と、砂層に吸着・固定される成分
があること、および担体構度 (NaI)が10-'mo 1 • Q -Iでは吸着損失が少なしみか
け上の吸着平衡がほぼ達成されているということを報告している。このように、土
























サンプリング地点 >2.0 2.0-0.剖 O.臥 -0.42 0.42-0.25 O.田-0.105 0.105> 
(mm) 
Tokai 0.4 2.8 30.9 (surface) 49.1 15.0 1.8 
Nakaminato 8. 7 9.5 13.5 (about 5 m depth) 38.1 29.1 1.1 
Toyoura 


















研究では5x 1 0 -4 mo 1 • Q. -Iの CaC1z溶液を模擁環境木として用いた。カラム流入原
液に関しては、雨水中のヨウ素含量が数ppb程度7lであることから、上記のCaClz
溶液にNal を添加して、 l轟度を 10-8 mo 1 • Q，-I (約lppb)に調整した溶液に無担
体状のNa12 S]を添加したものを使用した。さらに、 I濃度の影響を検討するため、
CaC12 溶液に無担体状 Na125]のみを蕗加した溶液、および1-濃度を10-6 mo 1 • Q -I 
(約lOOppb)に調整した搭液にNa1Z5]を添加したものを用いた。 103ー に関しては、
上記のCaClz溶液に Brz水を用いて化学形を調整U した 12 5 ]および NaI03を添加し
















使用した3種類の砂質土壌以外に、陰イオン交換樹脂(Dowex2X8. 50-100 Mesh) 
を用いて土壌との比較をした。 50m1のガラス・パイアルに供試土壌4gとNaIおよび





CaCl2溶液300m! とCI 型に調整した陰イオン交換樹脂約 O.4mlを入れて実験を行
し¥実験終了時に陰イオン安換樹脂量を正確に秤量し、単位重量当りのIの吸着量
を求めた。揖とう時間は、 3時間、 1および3日間である o
(4 ) 放射能測定
水溶液および土壌中の I251の揖度はオートウェル・カウンター(島津 AL-210A) 
および水のトレーサーとして用いたHTOの濃度は液体シンチレーション・カウンタ
ー (TracorAnalytic MARK皿 Model6882)を用いて行った。
4.2.3.実験結果および考察
( 1 ) ヨウ化物イオン(J-)の挙動
図4.2は、 3種類の砂質土壌を充填したそれぞれのカラムに、 Nal濃度が 10-6 
mol ・ιlのRI溶液をカラム内全間隙水量 (Vo)の5倍量 (5Vo)流入後、 CaC12
溶液を通水して得られた Iー の流出破過曲線(以下、 BTCと記す〉である。縦軸は流




るC/Co値は土壌の種類により異なる o このような BTCは1-以外に、イットリウム
でも報告9)されている。圏には示していないが、 HTOによる同様の実験では、立ち
上がり点およびその勾配は、 1-のそれとほとんど同じであるが、立ち上がり後すみ
やかにC/Coが1.0になる o 脱離部でも、 HTOは急激に濃度が減少しており、テイリ
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rnol • Q-l， NaI 10-8 mol • fl，-l 
那珂襲土壌、1 -の流出破過曲線(東海土壌、
実験条件
( 1) Rl液流入量:5 V白
(2) RI液:CaClz 5.0x 10-' 
(3) カラム長さ:20 crn 
図 4.2
流出破過曲線に及ぼす流入液中の1-濫度の影響〈豊浦砂〉表 4.2

































1-揖度の影響を検討したものである。 1-濃度が10-6 mol. Q-lのRI溶液を5Vo流入し
ても、 BTCのC/Co値はどの土壌も1.0になる前にプラトー状となる o 1-撞度が高く
なれば、プラト一部のC/Co値は高くなる傾向があるが、その割合は土壌の種類によ
り異なり、 1-揖度が10-6 mol. Q-l では那同棲土壌のプラト一部のC/Co値のほう
が東海土壌のそれより小さくなっている。
雨水の場合は、 1-糧度が10-6 mo 1 • Q -Iの実験結果よりもプラト一部のC/Co値が
大きい。雨水中に含まれるヨウ棄は前述したように5ppb以下であり、そのすべてが




図 4.3は、土壌柱長さの違いによる Iー のBTCの変化を検討したものである。土
壌は豊浦砂を用い、無担体状のNa12S [を添加したRI溶液をそれぞれのカラムに流入
した。 R[溶液の流入量は約 55mlであり、これは長さ10cmの土壌カラムでは 5Voに
相当し、 20および30cmの土壌カラムではそれぞれ2.5および1.7Voに相当する o グ
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'" ロ& ロロ E
" 品畠 目白. c ロ
a血 A ロ白
""品.6 .A . d. d. b 6" 
2.S 5.0 1.5 10.0 
流入端からの距離 (cm) 
実験条件
( 1) RI蔽流入量 5V 0 
( 2) CaClz液流入量 5Vo 
( 3) RI班:CaC12 5.0X 10-‘mol • Q-I 
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5 x 10~ ~ mo 1 • 0， ~ 1 のCaClz溶液により流下方向へ移動するが、その移動速度は非常
にゆるやかであることがわかった。このような吸着・脱離反応がプラトー状のBTC
および長期間のテイリングを生じさせると考えられる。吸着濃度分布が土壌により

































































(2) ヨウ素酸イオン (103-) の挙動
園4.7は、同じ土壌試料を充テンしたカラムに 10-6 mo 1 • Q -1の Na1 2 ~103椿被
をlOVo流入後、 CaClz溶液を流入して得られたBTCである。
豊浦砂の立ち上がり点は約卜5(V/Vo)、東海土壌は約8(V/Vo)である。 1-お
よびHTOの立ち上がり点を比較すると、 103ー の場合は1-の 1I2~1110の速度である o
立ち上がり後、流出液中の103-濃度はゆるやかに上昇しており、特に、東海土壇で
は17(V/Vo)でピークが現われる o また10)はlー の場合と比較して、著しいテイリン
グがある。図4.8は、土壌カラムに 12勺03-液を10Vo流入後、 CaCl2 溶液を流入





流出端に行くにしたがい、吸着量が増加している o これは、土壌に吸着した103 が
CaCl2 溶液により脱離し、徐々に移動してゆくためと思われる。この傾向を最も顕
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(V /V 0) 流出量
豊浦砂〉
実験条件
( 1 ) カラム長さ:20 cm 
(2) RI液 (Na125 10，)流入量:10V 0 
那珂湊土壌、103-の流出破過曲鰻〈東海土壌、図 4.7
実験条件
( 1) RI甑流入量:10V 0 
(2) RI液:Cac 12 5.0 x 10廿 mol• a-I， 
NalOl 10-& mol • a-I 
CaClz液流入量
東海土壊(・) : 30V 0 ， 
東海土壇 (0) : 10V 0 
那珂棲土壇 (6) : lOvo 
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2) 土壌に吸着した Iーは、 5xlO-4mol.a-JのCaClz溶液では容易に脱離しない。
しかし、 BTCにおいて長期間テイリングが観察されることから、必ずしも不可
逆的な吸着ではない。


























前節において、砂質土壌中における放射性ヨウ棄の挙動、特に、 1-と IOJ との違
いをカラム実験により明らかにした。本節では、水田および畑土壌を用いて、放射
性ヨウ棄の土壇への扱着および脱離現象について、パッチ実験により検討した。
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を検討している o その結果を図 4.11に示す。これは、 1-およびIOJーを含むCaClz 
溶液に一定量の土壌を加えて振歯した後に、搭液中に残るヨウ素の量を表したもの
であるo Iは短時間の内に吸着されるが、 IOピは50日を経過しても10%ほど液相に


































l時問、 l目、 3日および8日間である o 医とうf麦、遠心分離を行い上澄液をサン
プリングした。水溶液に添加しfこ!2 51の化学形は、 lー または103 に調整S】した。そ
して、振とう後のヨウ素の化学形の変化を検討するため、 8日後の上澄液の 1251の
災 4.3 土境試料の化学的特性
土域試料 腐植合毘 総 C品 CEC 
(~~~土) (覧) (同日/IOOe乾土〉
勝旧〔畑) 8.43 4.51 19.9 
勝凶(水l:l) 11. 72 6. 77 23. I 
*海(畑) 7.58 4 .40 20.0 
東海(水田) I 3 . 98 7 . 62 31. 8 
化学形を四塩化炭素による溶媒抽出 8，I引により求めた。
4. 3. 3.実験結果および考察
( 1 ) 畑土壌
勝田畑土壌の実験結果を図 4.12および図 4.13に示す。東海畑土壌の実験結果
も、勝田畑土壌のそれと同じような傾向であった。図 4.12は、 Iーの化学形で添加
した実験結果であり、図 4.13は、 103ー の化学形で添加した結果である o 図の縦軸
は、吸着率(添加した全 I2 5 1量に対する土壌への原着量の比〕を、横軸は経過時間










































図 4.12 1 ーの畑土壌への贋着(J)時間変化
ロ:‘.et .t: : 150・c
F1・ld80U!KaUuta 0: dry • : 200.C 
圃 100.C T : 300・c
B B 但，y 
• 
60 L IT可九九 103 -
40ド J/I " "，? 三』、‘ ¥g Z 
20 v ー-.
日













によるものと考えられる o すなわち、 8日後の水溶液中の 1251の化学形を調べた結
果、 15000および200"0の土壌の場合は、 Iー で添加した場合も、 103ー で添加した場合
も、ともに90%以上がiー の化学形で存在していることが分かった。この結果から、
103 で添加した場合、添加後 1時間後には、水溶液中の化学形はIOJ-であり、 60
-70%が土壌に吸着される o しかし、時闘が経過するにしたがい、 IOJー がiー に変化
する。図 4.12から分かるように、 15000および20000に加熱した土壌では、 I引はそ
れほど土壌に吸着しないため、しだいに脱離してゆく。 8日後には、 Iー で添加した
実験結果とほとんど同じ吸着率を示す。このことは、 lーとI03ー の土壌への吸着機構
が異なることを示している o 1ーの扱着機構は15000-20000で土壌を加熱することに
より、大きく影響を受けるが、 103 ではそれほど影響を受けない。しかし、 30000
まで加熱すると、 103ー の吸着機構もかなり影響を受けることが分かる o
(2) 水田土壌
勝田水田土壌による1-および103ー の吸着実験の結果を図 4.14および図 4.15に
示す。 iー の化学形で水溶液中に 1251を添加した場合、湿潤土壌では、現着率は時間
とともに増加してゆく。 l時間後の吸着率は約65%であるが、 l日後では90%、そ
して、 3日後ではほぼ 100%となっている。風乾土壌では、 l時間後の吸着率が35
%と湿潤土壌のそれと比べて非常に低いが、 l日以後、湿潤土壌とほとんど同じ吸
着率を示す。 10000以上で加熱した土壌では、吸着率は風乾土壌よりもさらに小さ
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経過時間 (日〉
図 4.14 I悼の木田土壌への吸着の時間変化
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Paddy aoillKatsuts 
0: dTy • : zoo'c 














一方、 [03ー の場合、湿潤土壊は、!の結果とほとんど同じであり、 l時間後の暁
着率は70%であるが、時聞が経過するにしたがい、吸着率は増加し、 3日後には、
ほぼ100%となっている o 風乾土壌では、 Iー の場合ほど吸着への影響は大きくなく、
湿潤土壌とほとんど同じ吸着ノfターンを示す。 100ac土壌では、 1時間後の吸着率
は60%であるが、 l日後のそれは少し減少し、 35%となっている。その後、徐々に






実験開始から 8日後の水溶液中の 125[の化学形を図 4.16および図 4.17に示す。






とが分かる。 3000Cの土壌では、 Iー の化学形で添加した場合は、程度の差はあるが
主として Iー である。また、 103-0)場合は、東海水田土壌では60%が[03-、勝田畑土
壊は40%、東海畑土壌および勝田水田土壌は20-25%が103-の化学形である。この



































O ロ:Field soil/Tokai 
• : Paddy soil/K且tsuta
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壌では、 10lー で添加した場合は、 l時間後は Iー のそれと比べてかなり吸着するが、
その後しだし、に減少し、 8日後はIの吸着率とほとんど同じである。この原因は、
前述したように、ヨウ棄の化学形の変化よるものと思われる。
300"Cの土壌では、 8日後の水溶液中のヨウ棄の化学形は、 IーとI03 がともに存
在するが、それよりも加熱処理による吸着容量の減少が大きいこと、および畑・水










木田および畑土壌中の 12 9 1の挙動を明らかにするためパッチ実験を行った。実験










存在する。 30000の土壌では lーと 103ー が共存している。 1-の化学形で添加した
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図 4.18 Iーの Y線照射土壇への盟着
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④ l ーの化学形で添加した場合、 150~3000Cの土壌は、水田および畑土壌ともに、





( i ) ヨウ素の木田・畑土壌への吸着に関し、土壌徴生物は、それほど関与し
ていないo
ci i) ーの既着に関しては、乾燥条件の違いが吸着に大きく影響する o 15000 
以上に加熱することにより、土壌の有する吸着容量は、 40%以下になる。
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移行速度 (TR) [後述]を提案し、それを用いて、被曝線量評価上クリティカ Jレと
考えられる農作物を選定したロヨウ棄は、水溶液中では主として lー または103 の化
学形で存在するが、経根吸収によるヨウ棄の農作物への移行に関しては、 Iー の化学












度 (transfer rate: TR)を求めた。 TRは次式で定義した。
TR 
実験期間中に農作物中に蓄積したRI量
(Bq. g-I [¥l/etl) 
水耕液中のRI 盟収実験期間




























































( 1 ) 供試農作物
実験に用いた農作物は、水稲 (0ryzasaliva cv.Koshihikar i)、葉菜類(コマツ
ナ、 Brassicacampestrisし，ホウレンソウ、 Spinaceaoleracea L.)、果菜類(キュ
ウリ、 Cucumissalivusし，ナス、 SolanummelongenaL.， )、根菜類(/、ツカダイ





















Stand且rd凶 Iture皿lution K田ug口a出i曲pIKIthn 
お riceDlant 
日em田 t mg/I 日em皿t 田g/I
KNO. 前8 N 10 
Ca(NO.).・4H，O 950 P凸 5 
NH.H.PO. 115 K，o 10 
MgSO.'7H，O 500 Cao 2 
FeCla'6H.O 15 MgU 3 







































連統吸収実験においては、 1 -4日ごとに 1311水耕液を全部更新するか、あるν
-90-
は部分的に追加lして液晶をできる躍り一定に維持するようにした。また、水耕破を





は85土問、照明時間は 12時間に調整した。 l~度は、光源下30cmで約 2 万ルックスで
ある。
(4 ) 肱射性ヨウ素の化学形について
木耕液に無担体状の肱射性ヨウ素 (Na1 J 1 1)を添加後、同位体交換の反応速度の
追い I~ )を利則して、その化学JrJを調べた。その結果、 95%以上がlー の化学形で存
在していることがわかった o MuramaLsuら10)は、植物(コマツナ〉生育下の水耕液




( 1 ) 木耕液中の放射性ヨウ素の濃度変化について
水耕液中の肱射性ヨウ素は、後述するように、根へ移行しやすい。したがって、
農作物を 131I 木耕液へ移植後、水耕液中の 1311濃度は急激に蹴少する。表 5.2は、









I J 1 I 濃度は、すべて50%以下であった。
-9l-
表 5-2 1日後の水耕液中の
1 3 1 の相対糧度
Plant speeies C/Co* Plant species CICo* 
Rice plant 0.38 Komatsuna 0.44 
Cucwnber 0.16 Spinach 0.46 
Eggp)ant 0.33 R且dish O. 75 
Soyb伺 E 0.25 










































移行速度 [T R] Cday-l) 
0.5 1.0 





[T R] Cday-l) 
200 

















































































































吸収実験を行ったため、表5.3には、 11 I 1の根への蓄積傾向が示されていない。図
5.1 、図5.2、図5.4および図5.5に示したように、すべての農作物において、根
への J3 I 1のTRは他の器官へのTRよりも、 1-2桁大きくなっている o これらは、根の















































5. 3. 2. 実験材料および実験方法
( 1 ) 農作物および水耕鞭
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実験に用いた農作物および水耕液は、前節(第5章2節〉で用いてものと同じで
ある。すなわち、農作物は、水稲 (0ryzasativa cv.Koshihikar i)、葉菓類(コマ
ツナ、 Brassicacampestris L. ，ホウレンソウ、 Spinaceaoleracea LJ、果菜類
(キュウリ、 Cucumissativus L. ，ナス、 Solanummelongena L. )、根菜類(ハツ





実験に使用したRIは、 137CS， 85Sr， 1311.6 5Zn， 54Mnおよび 60Coの6核種である o
1311を除く 5接種はすべて塩化物を、 1311は Nalの化学形のものを用いた。これら
6接種を上記の春日井木耕液または標準培養液(112希釈液〉中に添加し、経根吸収
実験に供した。これら6核種の担体温度は、できるだけ無担体状のものを使用する
ようにした(1 3 7 Cst 1 3 1 ， 60Coなど〉が、それが購入できないものについては、なるべ
く担体濃度の低いもの(数ppb以下〉を使用した。水耕液中には種々の元素が存在す
るため、 RIに含まれる安定元素の影響は無視できると思われる。放射能の糧度担rJ定






























[易) 55Zn>6 'Nn>13 7CS.... aGeo>'5Sr > 
1311 難]
表 5.4 移行速度の接種間差および作物間差
Speci回 1訂Cs 8!Sr UlI I5Zn 嗣Mn 町ー:。
Rice plant 4.1 0.48 0.17 0.6 6.0 0.04 
Cucumber 0.18 O.白 0.01 0.9 0.08 O.∞s 
Eggplant 0.23 0.07 O.∞a 0.2 0.4 O.似施
Green .oybeans 0.39 0.62 0.06 36 0.9 0.4 
Soybeans 0.74 1.1 0.32 69 1.7 0.7 
Kom且tsUfta 0.87 O.邸 0.31 2.0 1.0 0.5 
SpiD8Ch 0.96 0.67 0.36 11 5.0 5.0 
R且dish 0.47 1.3 0.18 3.0 2.0 0.5 
Max 4.1 1.3 0.36 69 6.0 5.0 
Min 0.18 O.郎 O.∞s 0.2 0.08 O.肌渇
























は、 137CS、85Sr、I31 1および60Coについては、ほとんど問じ値であるのに対し、 HMn
では、キュウリよりもナスの方が、“Znではナスよりもキュウリの方がTR値が約5
倍程大き b、。コマツナとホウレンソウでは、全体的にホウレンソウの方がTR値が大


















[易 65Zn> 5~ Nn > 131CS ~ 60Co > 8~Sr > 1311 難]
















合と、湛水中に田面水に混入した I2 9]が吸収される場合の2つ22司 23)が考えられる。










































( 3 ) 131]の土壌からの帯出実験























中に含まれる総 13 I 1量に対する水槽液中に溶出してきた 1311の総量として定義23)
されている D
5. 4. 3. 実験結果および考察
( 1 ) 1311の土壌鉛直分布および分配係数
ポット内の 131Iの分布を図5.6に示す。これは、 9月25日に水田面水に 131Iを添

















純水の場合は約180である。この帯出実験結果から、土壌に扱着した 13 1 は、脱離
されがたいことが分かる。しかし、一且土壌に股着したヨウ棄も植物の根の生理作





土居(lc圃〉当たりに存在する 10I 1の割合 uo 











費 5.6 土壌から水槽液への 1311の漕出寧および分配係数
No.糟糠の種類 漕出車 分配係数
〈耳〉 (Kd) 
純木 上澄み班 5.7 183 
2 純水 温 液 5.7 185 
3 103押田 (I・〉 上置み鞭 15.5 68 













図5.7に示した。表には、湿重量19当たりの 13 1 揖度を記載した。 11 1 の添加時期
や吸収期聞が異なるので、すべて、各実験におけるN葉身(止め葉:最上部に位置
し、閣のつけねの葉身〉の糧度を 1.0とした場合の相対値で示した。表から、実験
表 5.7 水稲のN葉身に対する各器官の 13I 1糧度比
器官名 s -1 S-2 S-3 S-4 
N 葉身 1.0 1.0 1.0 1.0 
(N-l) " 2.3 1.9 2.4 0.43 
(N-2) " 1.3 1.4 5.3 
N 葉鞘 0.47 0.73 1.2 
(N-I) " 0.87 1.4 2.4 
(N-2) " 0.76 2.4 4.5 
枝梗 1.2 0.70 0.88 0.52 
モ ‘、 0.019 0.022 0.008 
玄米 0.024 0.005 0.003 0.001 










{S -4 }の結果を除き、 N葉身よりも N-l葉身(止め葉より iつ下の葉身〕の方
が、 1311がより多く移行していることが分かる。また、葉鞘についても、 131n農度
は下位になる程高い傾向がある。 ZnやPなどは、活動が盛んな部位へ移動28，29)し






の蒸散を示唆するものと思われる。玄米と N葉身との 1311濃度比は、 1311の投与時
期が若い程高い傾向を示すが、その値は実験 {S-1 }を除いてあまり差がなく約




るに伴い 13 I 1も移行するためと考えられる。
表5.8には、それぞれの実験で得られた玄米とモミガラとの 1311の分配比を示し
た。これは、モミ 100粒当たりの、玄米中の I3 I 1濃度を1.0とした場合の、モミガ
ラ中の 1311の相対種度である。収穫期に近づくにつれて、モミガラへの分配が次第
に多くなる傾向にある。この点については、玄米の成長に関して、初期は根から養
表 5.8 玄米に対するモミガラの 131濃度 000粒当たり〕
S-1 S-2 S-3 S-4 
玄米 1.0 1.0 1.0 1.0 
モミガラ 1.3土0.23 3 .4:t 0 .73 7 .9土1.8 4.8:t:1.9 
-109-
分が水と共に供給され、その後、次第に葉から、そして、モミ自身により養分が供







本実験において、土壌中の 1311温度を求めたのは実験 {S-4} だけである。前
述したように、図面水に添加した 13 1 は、土壌の鉛直分布において、土壌表層 (0-
1 cm)に多く、下層では少ないという不均一分布をしているロまた、短期間の現収
実験であるため、米への移行量を定量的に求めることは離しい。しかし、土壌中の
1 3 1 濃度として、その平均聾度を用い、さらに、 Nuramatsuら1引が提案した移行率
(AR: Activity Ratio) [本研究の場合、 6日聞の吸収実験における玄米中の 1311
揖度と土壌中の 13 1 平均揖度との比]を用いれば、
AR 4 ~ 5 x 10-. 
程度である。水田土壌と白米中の安定ヨウ素の横度測定から求められた、フィール
ドにおけるヨウ棄の白米への移行係数 (TF) 9，30)は、





AR 4"'" 5 x 10-. x (36/6) 
ー2.4...3 X 10-3 
となり、上述のTF値と比較的似た値を示す。
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すべて 1 2の化学形の安定ヨウ素を用いて沈着実験を行った。曝射時聞は、 2~4 時










照 度:1 5 0 0 0ルックス(光糠下15 c m) 
温度:28~20C 
湿度:6 0土20%
風速 o. 2m .5-1 





dCa(t) ， •• UT '¥ r'"J.'¥ ， E(t) 一一一一 = 一一一 ( Uw' S曹+Ps.Ws)・Ca(t)+ V一(6-1)dt V 
ここで、 V:チェンパーの有効体積 (cm)
Uw :チェンパー内壁への沈着速度 (cm.s-1) 
Sw:チェンパー内壁の有効表面積 (cmZ)
Ps:作物への沈着率 (cm3• g-1 • S-I) 
Ws:チェンパーに入れる作物の総重量 (g)
E (t) :ヨウ棄の単位時間当たりの昇華量 (g・S-I)
チェンパー内に入れる作物の量をできる隈り少なくすると、




















(U曹・ S¥1I')/ V a 
とおいて、 (6-3)式を解くと、 (6-5)式が得られる。
ω 〉田」ι・[1 -exP (-a・t)] 



























































































3.4土 0.4(< 1.0) 0.1士0.276土 3.0((3.0) 0.7土 0.8

















わかる o 曝射当日 (8月19日〉に開花したモミについては、パラつきがあり、一部
ヨウ棄が検出されていないものもある。このサンアールは穂の下部であり、曝射時に
は露出していなかったものと思われる。 8月20日以降に開花したものについては、







べて g当たりで表示した、いわゆる NormalizedDiposition Velocity (Vd)であ
る。すべて、湿重量での値である。葉身では 1~ 4 X 10-1でそれほど変動がないが、









表 6.5 曝射時期と開花田との関係 〈出穂開花期に曙射〉
収穫時のモミのヨウ素檀度[含量] [Jl g]・000粒)-1] 
開花日
8/18以前 8/19 8/20-21 8122-23 
↑4日.3:i:4.3 ↑8.5士1.3 ↑ ND ↑ND 
↓26.5土3.1 ↓38.4土0.3 ↓ ND ↓ ND 
↑35.8土3.2 ↑ 19.1土2.8 t 9.2土1.2 t ND 
↓ 16.8士3.0 ↓8.4士1.7 ↓ ND ~ND 
↑8. 7:i:3. 7 ↑8.5:i 1.3 ↑ND t ND 





葉鞘(カン) : 3 x 1 0 -2 - 2 x 1 0-1 
? 、 、 、





[重量 cmJ • g-I・S-I 1.0:t0.06 O. 07 :t 0.02 O. 1 :t0.03 




































































































1.0 ? ? ?
収礎時? ? ? ? ? ?
‘ . 
ま
• (1.0) 0.1 
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たりの表示を g教に変換するための重量比を Wt とすると、ヨウ素の大気から白米
への移行係数 TFp は、 (6-6)式で表わされる。
TFp D， X Vs X T (6-6)式
また、白米10 粒当たりのヨウ素含量、 [ 1 p].は、 (6-7)式で示されるように、
移行係数 TFp に大気中ヨウ素糧度c.をかけたものになる。
[ 1 p] • TF p X C 1 (6-7)式
そして、これを g当たりに換算するには、重量比 Wp で割れば求まる o
[lp] I! [lp]. / Wp (6-8)式
本報告に用いた計算の条件を表6.9に示す。空気中のガス状ヨウ素糧度 15)は、













C1 空気中ヨウ棄揖度 :2 x 1 0-8μg・cm-3
T:時間[出穂期→収穫期 4xlOB sec 
Vs:沈着速度 0.5cm3・000粒)-1・S-1
D，移行比(もみ→由来) 0.03 






速度を求めてきたが、被曝評価で用いられる沈着速度CVg)、 [単位は cm・clJ へ
の換算を試みた。モミ 100粒当たりの沈着速度は、 0.5cm3・000位)-1・s一人モミ
の収量は、 O.58kg0 m-Z、そしてモミの重量は、 1粒当たり0.026gとすると、枕着
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れる 1Z 9 jを取り上げ、農作物への移行に関して検討を加えた。すなわち、第2章で
は、我が固において、最もデータの蓄積があるアオールアウト接種の 137CS および
90Srについて、環境中での分布や農作物への移行についてまとめた。また、 1J 1 に
関しても、大気から農作物への移行、すなわち、直接沈着について、これまでの実
験結果を整理した。そして、 129(の内部被曝線量の評価モデルについて、 1311との
比較を行った。すなわち、評価モデルのパラメータに関し、 13 1 と同じ値を用いる
































からの寄与が大きいこと、単位面積Clm2) 当たりの作土中置換開 90Srおよび 137CS
とそこから収穫された玄米中のそれらとの比〈移行比〉は 2-4x 1O-~および 2-8x
1O-~程度である等の結果が得られている。第 3 節では、 129 1 の農作物摂取による内












































































































キュリー [Ci: curie] 放射能の単位の lつで、 lキュリーは
毎秒 3.7xl01D 個の原子按の壊変に相当する放射能。
1 Ci = 3.7xl01D dps 3.7xl01o Bq =37 GBq 
また、その放射能に相当する放射性接種の量を表すのにも
用いられる。
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